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堀山下上関あくまっばらい保存会

神奈川県民俗芸能保存協会
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民
俗
芸
能
大
会
に

つ
い

て

　
秦
野
市
の
最
大
行
事
市
民
の

日
集
い
、

＋
一
月
四
日
。
第
二
十
八
回
神
奈
川
県
民

俗
芸
能
大
会
・
第
十
六
回
秦
野
市
民
俗
芸

能
大
会
が
秦
野
市
文
化
会
館
で
左
記
団
体

の
協
力
、
出
演
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
厚
木
市
の
県
立
厚
木
東
高
等
学
校
人
形

浄
瑠
璃
部
、
伊
勢
原
市
の
大
山
阿
夫
利
神

社
倭
舞
・
巫
子
舞
保
存
会
、
相
模
原
市
の

大
島
諏
訪
明
神
獅
子
舞
保
存
会
、
湯
河
原

町
の

焼
亡
の
舞
保
存
会
、
秦
野
市
の
秦
野

さ
さ
ら
踊
り
保
存
会
、
曽
屋
祭
ば
や
し
保

存
会
、
秦
野
市
瓜
生
野
盆
踊
り
保
存
会
、

堀
西
仕
事
唄
保
存
会
、
堀
出
下
上
関
あ
く

ま
っ
ば
ら
い
保
存
会
、
八
重
山
民
俗
舞
踊

研
究
会
の
以
上
十
団
体
の
出
演
に
よ
り
、

落
語
家
春
風
亭
茶
々
丸
、
青
年
劇
場
石
橋

美
智
子
両
氏
の
司
会
で
開
会
と
な
っ
た
。

　
三
番
里
　
舞
台
の
無
事
と
五
穀
豊
穣
、

天
下
泰
平
を
祈
る
祝
儀
舞
踊
と
し
て
神
聖

視
さ
れ
て
い
る
人
形
で
開
幕
と
な
っ
た
。

　
相
模
人
形
芝
居
の
発
祥
は
各
座
各
座
異

前

　
場
芳
　
雄

な
る
が
十
八
世
紀
の
後
半
と
思
わ
れ
、
昭

和
初
期
ま
で
各
地
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
。

厚
木
東
高
校
で
は
人
形
浄
瑠
璃
部
が
結
成

さ
れ
、
高
校
と
し
て
は
ユ
s
l
　
’
－
ク
な
部
活

動
で

あ
る
。
生
徒
の
皆
さ
ん
の
技
術
、
演

技
は
す
ば

ら
し
く
、
若
い
方
に
よ
っ
て
文

化
遺
産
の

保
存
が
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し

く
感
じ
た
。

　
秦
野
さ
さ
ら
踊
り
　
盆
踊
の
一
種
で
七

夕
踊
り
の
流
れ
と
小
町
踊
り
の
も
の
を
合

流
さ
せ
た
も
の
で
、
全
国
的
に
江
戸
時
代

に

広

ま
っ
た
踊
り
で
、
秦
野
市
戸
川
地
区

で
は

大
正
十
一
年
頃
ま
で
よ
く
踊
ら
れ
て

い

た
。
踊
り
子
は
十
四
才
以
下
に
限
ら
れ
、

歌
い
手
は

十
五
才
か

ら
十
八
才
ま
で
の
処

女
に
限
ら
れ
て
い
た
。
新
し
い
踊
り
子
が

入
っ
て
v
る
と
非
公
開
で
夜
、
物
置
の
中

で
練
習
が
行
わ
れ
た
。
七
夕
の
日
が
や
っ

て

v
る
と
屋
外
に
出
て
練
習
効
果
を
公
開

し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
こ
の
日
が
踊
り
は

じ
め
で
あ
る
。
盆
踊
り
は
七
月
十
三
日
か

ら
十
六
日
ま
で
の
間
、
家
々
の
庭
で
二
列

横
隊
に

な
り
、
歌
い
手
は
縁
側
の
前
に
踊

り
子
と
向
き
合
っ
て
歌
い
、
踊
り
合
っ
た
。

新
盆
の

家
は

二
十
一
日
ま
で
踊
っ
た
。
こ

の

日
が
踊
り
納
め
と
さ
れ
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
年
頃
、
民
俗
調
査
中
、
古
老

久
保
谷
ミ
ヨ
さ
ん
（
八
十
才
位
）
か
ら
以

上
の

よ
う
な
話
を
聞
き
、
地
元
婦
人
会
の

協
力
を
得
て
復
活
し
、
昭
和
五
十
二
年
、

市
無
形
民
俗
文
化
財
の

指
定
を
受
け
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
保
存
会
は
七
十

名
位
の
会
員
。
後
継
者
育
成
に
は
盆
踊
り

を
は
し
め
、
小
学
校
の
運
動
会
に
取
り
入

れ
て
も
ら
う
な
ど
し
て
育
成
に
努
め
、
五
、

六
年
生
の
児
童
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
て
い
る
。

楽
器
は

ビ
ソ
ザ
サ
ラ
、
小
太
鼓
を
用
い
、

「
扇
踊
り
」
、
r
ち
ょ
う
ち
ょ
踊
り
」
、
「
か
え

る
踊
り
」
の
三
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。

歌
詞
一

、
扇
踊
り
を
踊
る
と
せ
　
ソ
ソ
ラ
イ

　
　
扇
を
買
い
に
　
い
せ
ば
ら
へ

　
　
お

い

せ
ば

ら
の
扇
屋
じ
ゃ
　
ヤ
レ

　
　
扇

き
れ
た
と
せ
　
ソ
ソ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
下
略

　
祭
り
ば
や
し
　
秦
野
は
祭
り
好
き
な
と

こ
ろ
で
、
以
前
は
四
月
に
な
る
と
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
祭
り
ば
や
し
が
聞
こ
え
て
い

た
。
冬
は
寒
稽
古
で
各
鎮
守
か
ら
太
鼓
の

音
が
響
い
た
。
曽
屋
祭
ば
や
し
保
存
会
は

曽
屋
神
社
の
祭
礼
で
演
じ
る
。
大
祭
は
夏

祭

で
七
月
十
日
、
祭
当
日
は
小
田
急
電
車

は

満
員
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
市

内
で
最
も
に
ぎ
わ
う
祭
り
で
、
現
在
で
は

夏
休
み
に
入
っ
た
第
一
土
、
日
曜
日
に
行

わ
れ
て
い
る
。
大
太
鼓
一
、
小
太
鼓
二
、

三
人
一
組
で
神
輿
の
渡
御
の
音
楽
で
「
宮

聖
殿
」
「
自
聖
殿
」
「
聖
殿
」
の
三
・
田
か
ら
な
っ

て

い

る
。
ほ
か
に
八
幡
太
鼓
な
ど
も
あ
っ

た

が

消
え
つ
つ
あ
る
。
笛
（
横
笛
）
の
後

継
者
に

は
一
考
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
瓜
生
野
盆
踊
り
　
秦
野
盆
地
の
東
南
に

位
置
し
弘
法
大
師
の
伝
説
で
名
高
い
弘
法

山

を
背
後
に
し
た
温
暖
な
瓜
生
野
谷
戸
地

区

で

は
、
八
月
十
四
、
十
五
日
「
百
八
松

明
」
と
言
う
仏
教
行
事
が
行
わ
れ
る
。
地

区
の

人
た

ち
は
老
若
の
区
別
な
く
松
明
作

り
を
す
る
。
材
料
は
麦
わ
ら
で
長
さ
ニ
メ
ー

ト
ル
、
太
さ
三
十
セ
ソ
チ
位
の
も
の
を
一

軒
一
本
を
弘
法
山
（
千
畳
敷
）
に
担
ぎ
上

げ

る
。
日
没
時
（
午
後
七
時
）
頃
点
火
さ

れ

る
。
各
自
は
松
明
を
肩
に
担
ぎ
馳
け
降

り
て
v
る
。
約
三
十
分
ほ
ど
で
龍
法
寺
の

門
前
に
到
着
す
る
と
、
松
明
を
頭
上
高
く
、

ぐ
る
ぐ
る
振
り
回
す
。
大
き
な
輪
を
か
い

て
火
の
粉
が
散
り
、
花
火
の
よ
う
に
勇
壮

で
あ
る
。
同
時
刻
に
盆
踊
会
場
で
瓜
生
野

盆
踊

り
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
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年
代
に
一
時
中
断
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
当
時
伝
染
病
が
流
行
し
た

の

で
村
人
は

「
お
精
霊
の
た
た
り
」
と
言

い
、
す
ぐ
に
復
活
し
た
よ
う
だ
。
今
日
市

内
に
残
る
盆
踊
り
中
に
、
た
だ
1
つ
の
伊

勢
音
頭
の
系
統
を
も
つ
盆
踊
り
で
、
昭
和

五
十

二
年
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
「
手
踊
り
」
、
「
手
拭
踊
り
」
、
「
扇

踊

り
」
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

歌
詞
は

一

、
め
で
た
な
あ
え
　
め
で
た
の

　
　

若
松

さ
ま
よ
　
エ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

　
　
庭
に
鶴
亀
　
や
ん
れ
五
葉
の
松

　
　
　
　
　
　
　
　
工
－
－
コ
レ
ワ
イ
セ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
略
…
…

　
麦
打
唄
　
秦
野
地
方
で
は
、
煙
草
の
エ
9
0

作

と
し
て
麦
が
た
く
さ
ん
栽
培
さ
れ
て
い

た
。
刈
り
あ
げ
た
麦
を
庭
に
広
げ
て
竹
竿

の

先
に
木
の
棒
を
取
付
け
た
も
の
で
、
ク

ル

リ
と
回
る
こ
と
か
ら
ク
ル
リ
と
言
わ
れ

た
。
そ
の
ク
ル
リ
棒
で
打
っ
て
麦
穂
を
脱

穀
す
る
。
農
仕
事
の
う
ち
で
も
重
労
働
で
、

少
し
で
も
労
を
慰
め
元
気
づ
け
る
こ
と
か

ら
唄
わ
れ
た
。
ま
た
即
興
で
近
村
の
大
地

主
な
ど
の
悪
口
も
唄
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

歌
詞
一

、
京
の
御
所
じ
や
火
焔
太
鼓

　
　
わ
た

し
の
畑
は
麦
の
穂
が

二
、
曇
ら
ば
曇
れ
箱
根
山

　
　

晴
れ
た

と
て
お
江
戸
の
宿
は

　
　
　

見
え
や
せ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
略

　

唐
臼

唄
　
一
味
ち
が
っ
た
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
労
働
唄
で
、
戦
後
は
農
機
具
の
進

歩
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
唄
わ
れ
る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
。

歌
詞
一

、
臼
の
廻
る
よ
う
に
仕
事
が
廻
り
や

　
　

蔵
も
立
ち
ま
す
七
戸
前

二
、
臼
の
元
挽
き
女
子
に
さ
せ
て

　
　

な
に
が
つ
ら
か
ろ
女
の
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
略

　
倭
舞
・
巫
子
舞
　
大
山
阿
夫
利
神
社
の

倭
舞
は
春
日
系
で
明
治
初
期
に
、
奈
良
の

春
日
大
社
か
ら
伝
授
さ
れ
、
神
仏
分
離
の

後
に
特
殊
神
事
と
し
て
祭
祀
さ
れ
た
。
神

楽
舞
で
先
導
の
子
弟
に
よ
っ
て
、
舞
い
継

が
れ

て
い

る
。
倭
舞
は
四
人
立
ち
で
十
才

か
ら
十
五
才
ま
で
の
男
子
で
舞
わ
れ
る
。

楽
器
は

和
琴
、
大
和
笛
、
ヒ
チ
リ
キ
、
笏

拍
子
、
歌
は
笏
拍
子
が
歌
う
。
巫
子
舞
も

十
才
か
ら
十
五
才
の
少
女
で
、
白
の
単
衣

錦
に
千
早
、
朱
の
袴
、
下
げ
髪
を
奉
書
で

巻
き
、
前
髪
に
花
か
ざ
し
を
つ
け
て
舞
う
。

歌
詞

（倭
舞
）

一

、
歌
と
ほ
つ
お
や
に
習
い
は
べ
る
か

　
　
　
　

遊
ぶ
子
ら
　
歌
に
な
ら
ひ

　
　
　
　

笛
吹

く
子
　
誰
が
子
ら
む

　
　
　
（
巫
子
舞
）

一
乃
歌
　
若
宮
の
み
か
げ
う
つ
ら
ふ

　
　
　
　

ま
す
鏡
　
く
も
り
あ
ら
ぜ
で

　
　
　
　
か
へ
り
み
た
ま
へ

　
あ
く
ま
っ
ば
ら
い
　
戦
前
は
秦
野
盆
地

各
所

（道
祖
神
組
）
で
は
悪
魔
払
が
行
わ

れ

て
い

た
。
小
正
月
の
行
事
で
、
一
月
七

日
学
校
か
ら
帰
っ
た
子
供
た
ち
は
、
門
松

餅
な
ど
の
材
料
で
道
祖
神
を
囲
ん
で
子
供

小
屋
を
作
る
。
小
屋
を
本
陣
に
し
て
家
々

の

悪
魔

を
払
い
、
福
の
神
を
呼
び
込
む
の

で
あ
る
。
「
あ
く
ま
っ
ば
れ
ー
、
舞
い
込
め

舞
い
込
め
福
の
神
」
と
、
唱
え
る
。
太
鼓

を
叩
き
、
獅
子
頭
、
手
製
の
紙
の
面
を
つ

け
る
。
当
日
出
演
者
は
七
福
神
の
お
面
を

つ
け
て
い

た
。
太
鼓
は
「
と
つ
け
団
子
v

団
子V
」
と
叩
く
。

　
獅
子
舞
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
、
相
模

原
市
北
端
相
模
川
沿
い
の
諏
訪
神
社
大
祭

に

奉
納

さ
れ
る
角
兵
衛
流
一
人
立
ち
三
頭

獅
子
舞

で
、
伝
授
は
詳
か
で
な
い
が
、
文

化
文
政
の

頃
、
西
多
摩
地
方
か
ら
伝
来
し

た

江
戸
情
調
を
も
ち
、
剣
獅
子
、
巻
獅
子
、

玉
獅
子
の

三
頭
を
中
心
に
鬼
面
、
ヒ
ョ
ッ

ト
コ
面
、
サ
サ
ラ
を
持
っ
た
道
化
役
、
う

ち
わ
、
太
い
竹
の
杖
を
も
っ
た
天
狗
な
ど

が

笛
と
唄
に
合
せ
て
舞
う
。
昭
和
三
十
六

年
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
勇
壮
優

美
な
舞
で
あ
っ
た
。

　

焼
亡
の
舞
　
歌
詞
は
次
の
と
お
り
。
土

肥
に

三
つ
の

光
あ
り
第
一
に
は
八
幡
大
菩

薩
、
わ
が
君
を
守
り
給
ふ
和
光
の
光
と
覚

え
た
り
。
第
二
に
は
わ
が
君
平
家
を
打
ち

亡
ぼ

し
、
一
天
四
海
を
照
し
給
う
光
な
り
。

第
三
に
は
実
平
よ
り
始
め
て
、
君
に
志
あ

る
人
々
の
御
恩
に
よ
り
て
、
子
孫
繁
昌
の

光
也
、
嬉
し
や
水
々
、
鳴
る
は
滝
の
水
、

悦
び

開
け
て
照
し
た
る
土
肥
の
光
の
貴
さ

よ
、
我
屋
は
何
度
も
焼
か
ば
や
け
、
君
だ

に

世
に

立

ち
た
ま
は
ば
、
土
肥
の
杉
山
広

げ
れ
ば
、
緑
の
梢
よ
も
つ
き
じ
、
代
替
／
＼

造
ら
ん
に
、
更
に
歎
き
に
あ
ら
じ
、
如
か

じ
君
を
始
め
て
万
楽
、
我
等
も
共
に
万
才

楽
と
そ
舞
た
り
れ
る
（
有
明
堂
本
）
。
治

承
四
年
八
月
、
八
百
余
年
前
、
源
氏
再
興

の
た

め

源
頼
朝
は
土
肥
実
平
は
じ
め
伊
東

祐
親
が
三
百
余
騎
を
従
え
て
平
家
追
討
の

軍
進

め
、
石
橋
山
に
お
い
て
平
家
大
庭
景

親
三
千
騎
の
大
軍
と
戦
い
敗
れ
て
い
ま
の

湯
河
原
町
鍛
冶
屋
地
区
に
遁
れ
た
。
土
肥

の

山
中
に
五
日
間
敵
の
様
子
を
窺
い
、
敵

が
引
き
揚
げ
た
の
で
、
下
山
し
た
と
こ
ろ
、

火
を
放
た
れ
家
々
が
黒
煙
を
上
げ
て
い
る

の

を
山
中
か
ら
眺
め
た
実
平
が
勇
気
づ
け
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に
、
頼
朝
の
前
で
俄
か
に
乱
舞
し
た
こ
と

か

ら
焼
亡
の
舞
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。　
八
重
山
民
俗
舞
踊
　
秦
野
市
内
で
吉
浜

久
枝
さ
ん
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

八
重
山
民
俗
舞
踊
は
、
沖
縄
県
八
重
山
地

方
の
自
然
の
美
し
さ
と
厳
し
さ
の
中
で
育

ま
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
民
俗
舞
踊
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
が
い
ぶ
す
い
　
　
あ
さ
と
や
ぶ
す
い

当
日
の
演
目
は
「
真
栄
節
」
「
安
里
屋
節
」

rト
ウ
バ
ラ
ー
マ
」
「
棒
踊
り
・
太
鼓
踊
り
」

の

四
演

目
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
節
の
踊
り

や
、
力
強
い
踊
り
な
ど
が
舞
台
い
っ
ぱ
い

に

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
相
模
原
の
西
北
端
、
鎮
守
の
祭
礼
（
八

月
二
十
七
日
）
に
奉
納
舞
と
し
て
古
く
か

ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
諏
訪
明
神
の
獅
子
舞
、

そ

の

由
来
は
詳
で
な
い
が
、
文
化
文
政
の

頃
武
蔵
国
多
摩
地
方
か
ら
伝
来
さ
れ
た
も

の

と
い
わ
れ
て
い
る
。
角
兵
衛
流
一
人
立

の

獅
子

三
頭

（剣
獅
子
・
巻
獅
子
・
玉
獅

子
）
が
天
狗
の
見
守
る
下
で
、
鬼
面
、
岡

崎
の
道
化
役
と
と
も
に
、
笛
・
唄
に
合
わ

せ

て
、
胸
に
抱
え
た
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら

舞
う
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
勇
壮
で
あ
り
優

美
で
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
昭
和

三
十
三
年
市
の
無
形
文
化
財
に
、
三
十
六

年
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

（秦
野
市
文
化
財
保
護
委
員
）

吉

　
村
　
嘉
幸

　
近
年
民
俗
芸
能
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か

ら
か
、
年
間
幾
度
か
の
出
演
依
頼
を
受
け

る
。
有
難
い
こ
と
で
あ
る
が
殆
ん
ど
お
断

り
し
て
い
る
。
勿
体
つ
け
て
い
る
わ
け
で

は

な
い
が
、
そ
の
理
由
は
神
社
に
奉
納
す

る
舞
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

興
業
性
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、

舞
手
の
殆
ど
が
勤
め
人
で
あ
り
時
間
が
得

が

た

く
、
メ
ソ
パ
ー
全
員
が
な
か
な
か
顔

を
揃
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
の

理
由
は
経
費
の
点
で
あ
る
。
出
演
の
た
め

に
は

大
小
諸
道
具
の
運
搬
、
関
係
者
の
輸

送
の
た

め

に
車
の
借
上
げ
を
必
要
と
す
る

し
、
食
糧
費
が
加
わ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

か

な
り
の
予
算
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る

が
、
恥
し
な
が
ら
当
保
存
会
に
は
そ
れ
程

の

予
算
的
余
裕
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
秦
野
で
の
大
会
は
親
協
会
と
も

い

う
べ
き
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会
の
主
催

事
業
で
あ
り
、
指
名
を
い
た
だ
い
た
こ
と

は

光
栄
で
あ
り
、
出
演
す
べ
き
責
任
は
あ

る
も
の
の
、
懸
念
さ
れ
た
の
は
相
も
変
ら

ず
顔
ぶ
れ
が

揃
う
だ
ろ
う
か
、
輸
送
は
ど

う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
関
係
者
協

議
の
結
果
、
メ
ソ
パ
ー
は
揃
う
こ
と
が
見

込
ま
れ
た
こ
と
、
問
題
の
輸
送
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
に
お
願
い
し
特
別
の
は

か

ら
い
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
で
の
出
演
確
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当

日
を
迎
え
て
三
頭
の
獅
子
の
う
ち
二
頭
の

舞
手
が
都
合
悪
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

急
遽
O
・
B
を
動
員
し
て
の
出
演
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
、
ま
さ
に
責
任
者
冷
汗
の

思
い
を
す
る
場
面
に
出
来
で
楽
屋
裏
の
苦

悩
で
あ
っ
た
。

　
大
会
当
日
は
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
会
場

は

自
然
の
景
観
、
誠
に
素
晴
ら
し
い
文
化

会
館
で
あ
っ
た
上
に
、
た
ま
た
ま
秦
野
の

市
民
の

日
と
あ
っ
て
、
祭
り
の
行
事
が
行

わ
れ
た
会
場
に
は
多
く
の
展
示
物
等
も
あ
っ

て
秦
野
地
方
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
と
と
も

に

鑑
賞
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
幸
せ
で

あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
大
会
に
臨
ん
で
思
う
こ
と
は

今
更
改
め
て
ロ
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
ま

い

が
、
古
く
か
ら
技
能
や
芸
事
は
師
匠
の

厳
し
い
指
導
の
下
で
修
業
し
て
初
め
て
一

人
前
に

な
れ
る
と
い
わ
れ
る
し
、
先
輩
の

rl
挙
手
一
投
足
に
つ
い
て
厳
し
く
注
意

さ
れ
、
繰
り
返
し
練
習
さ
せ
ら
れ
た
」
と

の
懐
古
話

を
聞
く
に
つ
け
て
、
伝
統
芸
能

を
継
承
す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
る
。

　
封
建
の
時
代
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
民
主
・

自
由
主
義
の
時
代
、
往
時
を
追
慕
し
て
み

て

も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
伝

統
の
芸
能
を
そ
れ
な
り
に
正
し
く
伝
承
さ

せ

る
こ
と
の
た
め
の
指
導
、
そ
の
難
し
さ

を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
学
業

に

精
出
し
、
受
験
に
追
わ
れ
、
職
場
に
専

念
す
る
青
少
年
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
後

継
者
の
問
題
に

つ
い

て

は
、
深
刻
さ
が
あ

り
悩
み
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　
各
地
の
民
俗
芸
能
保
存
会
に
於
て
も
凡

そ

同
様
の
苦
労
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
こ
と
を
推
察
す
る
だ
に
、
各
保
存
会
毎

の
努
力
の
み
で
伝
統
芸
能
は
果
し
て
維
持

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
…
…
と
思
う
の
で

あ
る
。（大

島
諏
訪
明
神
獅
子
舞
保
存
会
長
）
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麦
打
ち
作
業
唄
に
つ
い
て

　
私
達
の
住
む
秦
野
は
、
国
定
公
園
丹
沢

山

の
ふ

も
と
に
位
置
し
て
い
て
昔
か
ら
秦

野
平
野

と
も
言
わ
れ
て
畑
の
多
い
農
業
の

地

と
し
て
知
ら
れ
、
農
産
物
に
は
有
名
な

秦
野
煙
草
を
始
め
、
落
花
生
、
菜
種
、
大

麦
、
小
麦
、
ビ
ー
ル
麦
な
ど
色
々
の
麦
が

耕
作

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
大

麦
と
小
麦
は
主
食
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

た
も
の
で
す
。

　
毎
年
秋
に
は
種
を
蒔
き
、
翌
年
の
四
月

頃
、
青
々
と
し
た
麦
畑
の
間
に
菜
種
の
花

内
　
田
　
安
雄

が
あ
ち
こ
ち
と
咲
き
盛
っ
た
時
は
、
秦
野

平
野
は
何

と
も
言
え
な
い
ほ
ど
の
景
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
や
が

て

六
月
の
末
に
な
る
と
麦
は
畑
一

面
が

黄
色
く
色
ど
り
、
実
の
入
り
を
見
な

が
ら
各
農
家
で
は
刈
取
り
が
始
ま
り
ま
す
。

刈
取
ら
れ
た
麦
は
畑
に
そ
の
ま
ま
干
さ
れ

て
、
四
、
五
日
天
日
で
乾
か
し
て
か
ら
各

家
々
の
物
置
、
又
は
そ
の
他
の
建
物
の
軒

先
な

ど
に
運
び
込
ま
れ
、
い
よ
い
よ
脱
穀

に

取
り
か
か
る
の
で
す
が
、
大
き
な
農
家

で
は
一
日
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に

は
大
変
な
作
業
で
す
の
で
、
近
所
の
人
々

で
助
け
合
い
を
し
て
、
少
な
く
と
も
七
、

八
人
の

人
足
を
揃
え
て
本
格
的
な
作
業
に

か
か

る
の
で
す
。

　
前

も
っ
て
準
備
し
て
お
い
た
四
本
足
の

ス

ノ
コ
の
よ
う
な
台
で
麦
を
打
ち
つ
け
て

麦
の
穂
と
穀
と
を
分
け
ま
し
た
。
そ
う
し

て
打
ち
落
し
た
穂
を
地
面
に
広
げ
て
、
男

女
七
、
八
人
の
人
足
を
揃
え
て
い
よ
い
よ

本
番
の
麦
打
ち
作
業
唄
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
時
は
ク
ル
リ
と
言
う
、
く
る
く
る

と
回
る
棒
を
持
ち
、
大
き
な
輪
を
つ
く
り

一
同
に
棒
を
振
り
な
が
ら
、
ま
ず
そ
の
中

の
l
人
が
難
子
を
入
れ
ま
す
。
　
「
ハ
ァ
ー
、

ド
ッ
チ
ョ
イ
、
／
＼
」
と
調
子
を
合
わ
せ

て
、
す
ぐ
他
の
人
か
ら
唄
が
出
ま
す
。

r曇
ら
ば
曇
れ
箱
根
山
、
晴
れ
た
と
て
、

お
江
戸
の

宿
は

見

え
や
せ
ぬ
」
な
ど
と
唄

い

な
が
ら
二
、
三
十
分
打
っ
て
は
、
ひ
と

休
み
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
三
、
四
回
繰
返
し
ま
す
う
ち
に

穂
は

細
く
な
っ
て
粒
と
塵
と
を
分
け
る
の

に

「
ト
ア
オ
リ
」
と
言
う
車
の
つ
い
た
扇

風
機
の
よ
う
な
機
械
に
か
け
て
、
き
れ
い

に

選
別

し
て
大
麦
は
精
麦
所
へ
、
小
麦
は

精
粉
工
場
に

て
加
工
し
、
後
に
パ
ソ
、
麺

類
と
し
て
主
食
に
用
い
ら
れ
て
来
た
の
で

す
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
達
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
長
い
間

農
村
に
伝
っ
て
き
た
麦
打
ち
作
業
唄
で
す

の

で

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
唄
い
続
け
て
、

次
代
に
残
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（堀
西
仕
事
唄
保
存
会
長
）

民
俗
芸
能
大
会
に
参
加
し
て

　
第
二
十
八
回
神
奈
川
県
、
第
十
六
回
秦

野
市
民
俗
芸
能
大
会
が

平
成
三
年
十
一
月

四

日
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
ふ
る
さ
と
を
目
指
す
、
秦

野
市
文
化
会
館
で
、
県
教
育
委
員
会
、
秦

野
市
教
育
委
員
会
、
県
民
俗
芸
能
保
存
協

会
の
共
催
の
下
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
時

園
　
田
　
美
　
枝

代
の
推
移
に
よ
り
急
激
な
社
会
の
中
に
衰

滅
に
瀕
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
大
会
に

出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の
民
俗

行
事
、
民
俗
芸
能
を
伝
承
し
て
き
た
人
が

再

び
そ
の
価
値
を
認
識
し
、
ま
た
こ
れ
ら

の

周
囲
か

ら
も
民
俗
行
事
、
民
俗
芸
能
を

支
持
し
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
人
々
も
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そ

の
真
価
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
両
者

の

間

に
、
こ
れ
ら
の
行
事
、
芸
能
を
正
し

く
伝
承
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
生
し
て
こ

れ
か

ら
民
俗
行
事
、
民
俗
芸
能
の
保
存
に

向
け
て
意
欲
を
あ
ら
た
に
す
る
と
共
に
責

任

を
感
し
ま
し
た
。
寿
式
の
三
番
受
の
幕

開
け
に
て
舞
台
の
無
事
と
五
穀
豊
穣
、
天

下
泰
平
を
祈
っ
て
舞
い
お
さ
め
で
し
た
が
、

部
活
動
と
し
て
末
長
く
活
躍
し
て
い
た
だ

v
よ
う
お
祈
り
す
る
気
持
で
一
杯
で
し
た
。

　
次
い

で
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
が

会
場
市
の
秦
野
さ
さ
ら
踊
り
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
以
前
か

ら
全
国
的
に
存
在
し

て

お
り
、
戸
川
地
方
で
は
大
正
十
一
年
頃

ま
で
踊
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
戦
争
、
関

東
大
震
災
で
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の

後
昭
和
五
十
一
年
に
市
の
民
俗
調
査
が

行
な
わ
れ
、
伝
承
者
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

に

よ
り
復
活
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
さ
ら
と
は
、
ビ
ソ
ザ
サ
ラ
と
い
っ
て

巾
約
三
㎝
、
長
さ
二
十
㎝
の
竹
の
板
二
十

枚
程
の

上
端
に
紐
を
通
し
、
両
端
を
持
ち

音
を
出
し
、
そ
の
名
を
と
っ
て
「
さ
さ
ら

踊
り
」
と
い
い
ま
す
。
盆
踊
り
の
一
種
で

七
夕
踊
り
の
流
れ
と
、
小
町
踊
り
の
流
れ

が

合
流
し
た
も
の
で
現
在
の
盆
踊
り
と
違

い

女
性
中
心
に
各
戸
を
踊
っ
て
歩
き
、
踊

り
手
は
十
四
才
以
下
の
子
供
、
唄
い
手
は

十
五
才
以
上
の
未
婚
の
娘
、
服
装
は
ゆ
か

た

で
た

す

き
が
け
、
尻
は
し
ょ
り
で
踊
っ

た

と
の
こ
と
で
す
。
現
在
の
会
員
数
七
十

名
程
で
市
の
文
化
事
業
、
盆
踊
り
、
市
民

体
育
祭
等
積
極
的
に
参
加
協
力
を
す
る
と

共
に

北
小
学
校
の
運
動
会
に
は
、
五
、
六

年
生
と
保
存
会
の
会
員
が
一
緒
に
踊
り
地

域
の
連
帯
感
を
深
め
る
と
と
も
に
後
継
者

の

育
成
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
の
出
演
の
中
で
は
大
山
阿
夫
利
神

社
の
倭
舞
、
巫
子
舞
は
明
治
初
期
に
奈
良

春
日
大
社
が
伝
習
を
許
さ
れ
た
神
楽
舞
の

う
ち
の
二
曲
、
し
ろ
が
ね
の
曲
、
み
や
び

と
の
曲
を
奉
奏
し
て
い
た
だ
き
、
中
世
の

お
も
か
げ
を
伝
え
る
が
如
き
優
雅
の
舞
で

し
た
。
神
殿
の
前
に
で
も
い
る
気
分
に
ひ

た

り
深
く
頭
の
下
が
る
思
い
で
見
せ
て
い

た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
最
後
の
八
重
山
民
俗
舞
踊
研
究

会
が
秦
野
市
河
原
町
に
あ
る
と
は
知
ら
ず
、

テ

レ

ビ
等
で
は
沖
縄
舞
踊
は
見
ま
す
が
目

前
の
舞
台
で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
安
里

屋
ユ
ソ
タ
を
踊
っ
た
若
い
時
代
も
ご
ざ
い

ま
し
た
の
で
す
っ
か
り
沖
縄
に
で
も
居
ま

す
気
分
に
な
り
、
楽
し
い
夢
の
よ
う
な
一

と
と
き
を
す
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
何

は
と
も
あ
れ
二
十
八
回
民
俗
芸
能
大

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
芸
能
の
一

員

と
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、
今

後

も
後
継
者
の
育
成
と
い
う
大
き
な
課
題

に
微
力
な
が
ら
精
進
し
た
い
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
県
下
の

民
俗
芸
能
保
存
団
体
の
益
々
の
活
躍
と
県

民
俗
芸
能
大
会
の
御
発
展
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

（秦
野
さ
さ
ら
踊
り
保
存
会
長
）

焼

亡

の

舞
の
あ
ゆ
み

　
今

を
去
る
八
百
十
一
年
の
昔
、
治
承
四

年
八
月
二
十
三
日
源
頼
朝
は
石
橋
山
に
源

氏

再
興
、
平
家
追
討
の
旗
を
挙
げ
た
。
土

肥
実
平

を
始
め
三
百
騎
を
従
え
て
石
橋
山

に

於
い

て
敵
の
大
将
大
庭
景
親
三
千
余
騎

と
戦
う
o
何
し
ろ
十
対
1
の
多
勢
に
無
勢
、

源
氏
に

利
あ
ら
ず
、
翌
二
十
四
日
暁
方
即

却
に
移
り
、
追
い
す
が
る
敵
勢
を
打
ち
払

い

つ

つ
土
肥

（現
在
の

湯
河
原

町
）
の
杉

山

に

逃
れ

た
。
敵
の
目
に
つ
く
こ
と
を
恐

れ
、
わ
ず
か
七
騎
に
分
か
れ
た
主
従
は
巌

窟
に
か
く
れ
、
大
木
の
洞
に
ひ
そ
み
、
時

に

は
地
蔵
堂
に
、
あ
る
い
は
箱
根
権
現
に

か

く
ま
わ
れ
る
な
ど
し
て
数
ヶ
日
。
こ
の

間
平
家
方
は
頼
朝
を
捕
え
ん
も
の
と
木
の

根
、
草
の
根
を
分
け
、
全
山
く
ま
な
く
探

梅

　
原
　
杉
雄

し
ま
わ
っ
た
も
の
の
、
ど
う
し
て
も
頼
朝

を
捕
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
は

頼
朝
が

人
知
れ
ず
自
害
し
果
て
た
も

の

に

違
い

な
い
と
、
捜
索
を
断
念
し
て
山

を
下
り
、
か
こ
み
を
解
い
て
引
揚
げ
た
。

こ
の
様
子
を
ひ
そ
か
に
う
か
が
っ
て
い
た

実
平
は
よ
う
や
く
姿
を
あ
ら
わ
し
山
上
よ

り
人
里
を
望
む
と
土
肥
の
館
、
家
々
が
燃

え
て
い
る
。
こ
れ
は
平
家
方
の
伊
東
祐
親

の

軍
勢
が
伊
東
へ
引
き
揚
げ
る
と
き
火
を

放
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
眺
め
た

実
平
、
落
胆
す
る
ど
こ
ろ
か
、
宣
ロ
び
勇
ん

で
舞
を
踊
っ
た
の
で
あ
る
。
源
平
盛
衰
記

に

記
さ
れ
て
い
る
。
土
肥
に
三
つ
の
光
り

あ
り
第
一
に
八
幡
大
菩
薩
、
吾
が
君
を
守

り
給
う
和
光
の
光
り
と
覚
え
た
り
以
下
略

一 7一



す
。
　

昭
和
四
十

二
年
七
月
七
日
、
東
京
十
ニ

チ

ャ

ソ

ネ
ル
で
町
ぐ
る
み
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
た
。
湯
河
原
町
と
調
布
市
と
の

対
決
で
湯
河
原
町
で
は
出
演
種
目
に
焼
亡

の
舞
を
出
演
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
毎
日

猛
練
習
し
、
い
よ
い
よ
当
日
を
迎
え
た
。

対
戦
の

結
果
と
し
て
湯
河
原
町
四
十
二
対

三
十
八
で
湯
河
原
町
が
優
勝
し
た
。
湯
河

原

町
の
郷
土
芸
能

と
し
て
鎧
一
式
を
調
達

し
て
い
つ
で
も
舞
を
舞
う
よ
う
に
観
光
課

で
保
管

し
て
い
る
よ
う
に
し
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
三
月
五
日
七
騎
堂
完
成

に

伴
い
源
頼
朝
、
土
肥
実
平
、
土
屋
三
郎
、

岡
崎
四
郎
義
実
、
田
代
冠
者
、
安
達
藤
丸

郎
、
新
開
次
郎
ら
七
騎
の
木
像
を
本
堂
か

ら
七
騎
堂
に
遷
座
式
を
高
杉
町
長
を
始
め

土
肥
会
役
員
出
席
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ

た
。
木
像
を
一
人
、
一
人
が
抱
え
行
進
す

る
処
を
N
H
K
か
ら
録
画
取
材
し
翌
日
昼

の

ニ
ュ

ー
ス
で
全
国
に
放
映
さ
れ
た
。
そ

れ
以
後
静
岡
三
島
神
社
大
祭
と
神
奈
川
県

鎌
倉
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
の
舞
殿
に
於
て
毎
年

焼
亡
の
舞
を
奉
納
し
つ
つ
今
日
を
迎
え
た
。

　
ま
た
観
光
キ
ャ
ソ
ペ
ー
ン
で
昭
和
五
十

八
年
九

月
十
八
日
に
は
J
R
名
古
屋
駅
前

広
場
に

於
て
焼
亡
の
舞
を
踊
っ
て
、
名
古

屋
市
民
に

ぜ
ひ

湯
河
原
温
泉
に
秋
の
行
楽

を
お
願
い
し
ま
す
と
呼
び
か
け
、
観
光
宣

伝
に
一
役
買
っ
た
。

　
私
た

ち
が
過
去
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
昭
和
六
十
年
六
月
二
十
一
日
米
国
ハ

ワ
イ
に
於
て
日
本
人
移
民
百
周
年
記
念
式

典
に
当
た
り
神
奈
川
県
を
代
表
し
て
参
加

し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ノ
ル
ル
の

大
通
り
を
鎧
を
着
て
一
時
間
に
わ
た
る
パ

レ
＿
“
ド
は
美
事
で
あ
っ
た
。
外
人
の
カ
メ

ラ
の
放
列
を
受
け
、
外
人
と
一
緒
に
日
本

女
性
と
写
真
を
と
っ
て
、
さ
ぞ
満
足
で
あ
っ

た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
パ
レ
ー
ド
が
終
わ
っ

て

マ
ッ

キ

ソ

レ

ー
高
校
で
焼
亡
の
舞
を
披

露

し
ア
メ
リ
力
人
に
琵
琶
の
音
を
聞
か
せ

て
や
っ

た

ら
二
世
三
世
が
喜
ん
で
ワ
ソ
ダ

フ

ル

と
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
。
翌
日
ハ
ワ

イ
州
知
事
室
を
表
敬
訪
問
し
、
ジ
ョ
ン
・

ア
リ
ヨ
シ
知
事
に
神
奈
川
県
長
州
知
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
大
任
を
果
た
し
日
米

親
善
の
役
目
を
果
た
し
て
帰
国
し
た
。
湯

河
原
町
で
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
毎
年
行

う
こ
と
を
教
育
委
員
会
が
決
め
た
の
で
、

三
月
一
日
に
観
光
会
館
で
開
く
こ
と
に
な

り
益
々
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
焼
亡
の
舞
保
存
会
長
）

第
二
十
八
回

第
十
六
回

秦神

野奈

魔‡
‡
套
‡

演
目

第
　
一
　
部

123456

三

　
番
里

　
県
立
厚
木
東
高
等
学
校

瑠
璃
部

人
形
浄

秦
野
さ
さ
ら
踊
り
コ
扇
踊
り
」

踊
り
」
「
か
え
る
踊
り
」

　
秦
野

さ
さ
ら
踊
り
保
存
会
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々

祭
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や

し
「
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」
「
秦
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祭
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や
し
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会
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大
山
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夫
利
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社
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・
巫
子
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存
会

　
　
（
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憩
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第
　
二
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ら
い
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下
上
関
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く
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ら
い
保

　
存
会

獅
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舞

　
大
島
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訪
明
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獅
子
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保
存
会

　
　
　
じ
ょ
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う
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保
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八
重
山
民
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踊
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踊
研
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会
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や

っ

ぱ
り
人
形
が
好
き
！

1
相
模
人
形
の
学
び
の
場
か
ら
の
報
告
1

　
私
は

現
在
、
小
田
原
市
の
「
下
中
座
相

模
人
形
教
室
」
、
南
足
柄
市
の
「
足
柄
座

後
継
者
育

成
講

座
」
県
立
二
宮
高
校
の

「
相
模
人
形
部
」
県
立
足
柄
高
校
の
「
相

模
人
形
芝
居
研
究
会
」
の
四
ヵ
所
で
、
た

く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
共
に
相
模

人
形
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
下
段
の

写
真
は
二
百
五
十
年
の
歴
史
を

持
ち
、
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ

て
い

る
相
模
人
形
で
す
。
今
年
九
十
才
と

な

ら
れ
た
下
中
座
の
小
沢
孝
蔵
さ
ん
を
は

し
め
、
長
い
芸
歴
を
持
つ
先
輩
方
が
元
気

に

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
座

員
の
高
齢
化
・
少
数
化
は
、
登
場
人
物
の

多
い
演
目
が
上
演
さ
れ
に
く
い
な
ど
、
い

v
つ
か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
後
継
者
育

成
の

様
々
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。　
私
が

直
接
か
か
わ
っ
て
お
り
ま
す
四
ヵ

林

美
禰
子

所
の
後
継
者
育
成
の
場
で
、
は
し
め
て
人

形
に
触
れ

る
方
々
に
、
楽
し
く
人
形
芝
居

を
演
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ど
ん
な
事

に
留
意
し
、
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
い
る
か
、

お
話
し
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
文
楽

な
ど
プ
ロ
の
世
界
で
は
、
足
遣
い

十
年
、
左
遣
い
十
五
年
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
o
人
形
芝
居
は
奥
の
深
い
も
の
で
す
か

ら
、
修
業
は
一
生
。
一
人
前
に
な
る
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
私
ど
も
ア
マ
チ
ュ

ア

の

世
界
で
も
”
一
生
修
業
”
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
ア
マ
チ
ュ
ア
と

は
愛
好
者

と
い
う
こ
と
。
ま
ず
何
よ
り
も

稽
古
が
楽

し
く
な
く
て
は
長
続
き
し
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
初
め
の
一
年
で
、

あ
る
程
度
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ほ
ぼ

全
員
が
、
は
じ
め
て
人
形
に
取
り
組
む
の

で
す
か

ら
、
少
し
無
茶
で
す
が
、
一
年
で

1
つ
の

芝
居
を
、
ま
が
り
な
り
に
も
仕
上

げ
、
舞
台
に
か
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い

ま
す
。
全
員
が
心
を
1
つ
に
し
て
舞
台

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
時
、
感
激

に

体
が

震
え
ま
す
。
　
“
一
年
で
ス
テ
ー
ジ

へ
”

を
実
現
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
が
台
本
で
す
。
戦
前
ま
で

義
太
夫

は
身
近
な
音
曲
で
し
た
が
、
今
は

二
宮
高
校
生
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
エ
ー
ッ
。

こ
れ
が
日
本
語
？
　
英
語
よ
り
難
し
い
！
」

し
ろ
も
の
で
す
。

一 12一

t

r

　
下
段
の
台
本
の
抜
粋
を
ご
覧
下
さ
い
。

目
と
耳
の
両
方
か
ら
義
太
夫
が
追
え
る
よ

う
に
、
大
き
め
の
字
で
本
文
を
書
き
ま
す
。

上
段
に
は

難
し
い
言
葉
の
説
明
を
入
れ
、

辞
書
を
引
か
な
く
と
も
大
体
の
意
味
が
わ

か
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
大
き
く
間

を
あ
け
て
書
い
た
本
文
の
行
間
に
、
人
形

の

振
り
を
書
き
こ
み
ま
す
。
人
形
の
振
り

は
、
相
模
人
形
中
興
の
恩
人
・
西
川
伊
左

衛
門
に
直
接
教
え
を
受
け
ら
れ
た
小
沢
孝

蔵
さ
ん
の
ご
教
示
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
伊

左
衛
門
の
直
弟
子
は
、
現
在
で
は
小
沢
孝

蔵
さ
ん
唯
一
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

四
十
近

く
あ
る
相
模
人
形
独
特
の
型
に
つ

い

て

は
、
行
間
に
型
の
名
を
入
れ
、
下
段

に

詳
し
く
書
き
こ
み
ま
す
。
こ
の
”
相
模

人
形
の
型
”
は
、
下
中
座
で
も
足
柄
座
で

も
、
ビ
デ
オ
に
記
録
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、

ビ
デ
オ
に
よ
る
学
習
も
可
能
で
す
。
人
形

同
志
の
か
ら
み
は
、
文
字
だ
け
で
は
わ
か

り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
下
段
に
図

を
入
れ
て
補
助
と
し
ま
す
。
人
形
が
大
き

v
進
ん
だ
り
退
い
た
り
し
て
、
人
形
配
置

が

変
わ
る
時
に
は
、
そ
の
動
線
を
下
段
に

図
で
示
し
ま
す
。

　
台
本
と
義
太
夫
の
テ
ー
プ
と
が
、
学
習

者
一
人
ひ
と
り
の
手
元
に
あ
り
ま
す
と
、

芝
居
内
容
に
つ
い
て
は
、
独
習
が
可
能
に

＜

華
宿
屋
の
づ
韓
鑛
欝

い
つ
か

な
厭
は

ぬ
少

し
も
い
や

が

ら
な
い

今
念

　
一
念
を
こ
め

た
力

街
道
一
東

M
遣
で
一

番
だ

と
い
う
意

篠

を
a
し
て

篠

竹
が

乱

れ

落

ち
て
く
る
よ

う
だ
と
豪
雨
を

た

と
え
て
い
う
．

は
た
た
01

み

雷

喝

り
出
し
　
こ
の
暗
い
に
l
人
は
危
な
い
危
な
い
」

ひ

は

せ
ぬ

」

＝◎
イ

エ
イ

工
縦2

へ
死
ん

で
も
厭t’

◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

「
サ

サ

サ

サ

サ
そ

れ

は

そ
う
で
盲
目
の
身
で
危
な
い
危
な
い
」
　
「
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

エ

イ
エ
放
し
て
下
さ
ん
せ
」
「
是
は
し
た
り
危
な
い
と
言
ふ
に
」
「
イ
ヤ
イ
ヤ
放

　
　
　
　
　
　
　麗
託
接
る
轟
散
訟
わ
。
．
留
％
聾
鰐
繁
。
譲
禰
1
4
瑠
雛

　
　
　
　
　
　
　
徳
右
衛
門
は
下
手
か
ら
両
手
を
広
げ
　
　
　
後
か
ら
朝
顛
の
帯
に
手
を
　
　
長
く
帯
を
張
っ
た
ま
ま
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ね
の

し
て
放
し
て
」
と
　
t
突
退
け
刎
退
け
　
杖
を
力
y
降
る
雨
も
　
い
つ
か
な
厭
は

込
む
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
ず
っ
て

て
，
急
い
で
下
エ
†
へ
引
っ
引
っ
　
　
よ
ろ
け
な
が
ら

つ
ん
の
め
り
t
身
を
た
て
直
し
　
　
徳
m
門
t
i
’
　
｝
）
ざ
を
か
ぶ
っ
て
朝
顔
の
後
を
追
う
・

　
　
　
ね
ん
り
き

ぬ

女
の
念
力
跡
を
　
慕
う
て
　
1
i
l
“
へ
追
う
て
行
く

・
名
に
高
き
響
三
大
井
川
鶴
を
乱
し
て
降
る
雨
に
打
交
り
な
毒
齢
．
磁

り
落
つ
る
水
音
は
物
凄
く
も
ま
た

　
▲
朝
顔
の
出

じ
よ所

も
見
え
ぬ
目
も

7
“

す
さ
ま
じ
き
t
夫
を
慕
ふ
念
力
に
道
Q
鑑

　
　
　
　
　
　
　
一
孟
氏
伝
ん
で
起
き
直
り
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ろ

厭
は

ぬ

深

雪
が

こ
け
つ
転
び
つ

一
回
り
探
り
歩
き
で
回
る
，

や

う
や
う
受
に
川
の
傍

へlr
¢
）
：
：
f
＠

・、　
②
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な
り
ま
す
。

　
次
に
、
三
人
遣
い
の
人
形
芝
居
に
つ
い

て
の

基
礎
知
識
を
勉
強
し
ま
す
。
時
代
物

と
世
話
者
と
の
違
い
、
相
模
人
形
で
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
だ
い
　
　
た
ゆ
う

演
じ
ら
れ
る
演
目
、
ま
た
、
外
題
・
太
夫

ど
こ
　
　
ゆ
か
ほ
ん
　
　
け
ん
だ
い

床
・
床
本
・
見
台
な
ど
基
本
的
な
芝
居
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
て
　
　
　
し
も
て
　
　
　
て

語
の

読

み
方
と
意
味
、
上
手
・
下
手
・
手

す
り
　
し
た
ぶ
た
い
　
　
に
じ
ゅ
う
　
や
た
い

摺
’
下
舞
台
・
二
重
・
屋
体
な
ど
稽
古
に

必
要

な
最
低
限
の
舞
台
用
語
な
ど
を
、
一

　
　
　
　
　
　
　
こ
を
よ
う

通

り
学
び
ま
す
。
口
上
も
、
全
員
で
声
を

張

り
上
げ
て
練
習
し
ま
す
。
す
べ
て
が
新

鮮

な
経
験
で
’
皆
さ
ん
の
瞳
が
輝
い
て
い

ま
す
。

　
人
形
芝
居
の
基
礎
知
識
の
勉
強
と
並
行

し
て
、
人
形
の
遣
い
方
の
基
礎
を
学
び
ま

す
。
立
つ
・
座
る
・
歩
く
・
立
膝
を
す
る
・

見

る
・
t
a
v
　
－
笑
う
・
指
す
・
手
を
合
わ

す
。
お
じ
ぎ
を
す
る
な
ど
を
、
実
際
に
三

人

で
一
組
に
な
っ
て
練
習
し
ま
す
。
足
、

特
に

女
形
の
足
の
遣
い
方
を
中
心
に
、
ニ

カ
月
程
か
け
ま
す
。
　
”
一
年
で
ス
テ
ー
ジ

へ
”

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
こ
の

段
階
で
、
基
礎
の
基
礎
を
し
っ
か
り
固
め

て
お

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ

し
て
、
い
よ
い
よ
、
義
太
夫
に
の
せ

て
人
形
を
遣
い
ま
す
。
区
切
り
の
良
い
と

こ
ろ
ま
で
、
と
も
か
く
も
義
太
夫
に
合
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら

せ

る
の
で
す
が
、
何
し
ろ
首
に
気
が
い
く

と
右
手
が
動
か
ず
と
い
っ
た
具
合
で
す
か

ら
、
　
「
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
の
が
、
最
初
の
威
箱
心
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
人
形
の

重

さ
と
、
遣
う
こ
と
の
難
し
さ

に
驚
き
の
声
が
あ
が
る
頃
を
見
計
ら
っ
て
、

一
区
切
り
ず
つ
、
自
分
た
ち
自
身
で
踊
っ

て

み
て
も
ら
っ
て
、
大
体
の
感
じ
を
つ
か

ん

で
も
ら
い
ま
す
。
特
に
左
遣
い
や
足
遣

い

に

と
っ
て
、
人
形
全
体
の
姿
が
わ
か
る

と
い
う
意
味
で
、
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
”
型
”
の
部
分
で
は
、

”

型
”
の
動
き
、
決
っ
た
時
の
姿
形
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
意
識
し
て
、
そ
の

型
の
持
つ
意
味
を
伝
え
よ
う
と
努
力
し
て

い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
　
“
か
ぺ
な
で
”
と

い

う
型
は
”
世
間
一
般
”
を
表
し
、
　
“
う

ち
み
”
は
自
分
と
か
か
わ
り
の
深
い
”
夫

”

や
”

父

母
”
な
ど
を
表
現
す
る
。
同
じ

“
う
ち
み
”
で
も
、
役
の
年
齢
や
性
別
、

身
分
な
ど
に
よ
っ
て
ど
う
変
化
す
る
か
、

説
明
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

限
り
労
を
い
と
わ
ず
説
明
し
よ
う
と
心
が

け

て
い

る
の
で
す
o

　
演
ず
る
人
自
身
に
ど
う
し
た
ら
よ
り
良

い

表
現
が

で

き
る
か
、
美
し
く
見
え
る
か

を
考
え
て
遣
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
o
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
知
識
や
基

▼稽古風景
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可

礎
技
術
は
、
手
取
り
、
足
取
り
で
、
伝
え

ら
れ
る
も
の
は
全
て
伝
え
た
い
と
思
う
の

で

す
。
そ
の
上
で
、
良
い
芝
居
、
巧
い
役

者
を
見
て
「
芸
を
盗
ん
で
」
ほ
し
い
o

　
手
が

小
さ
い
人
・
大
き
い
人
、
背
の
高

い

人
・
低
い
人
、
体
の
柔
か
い
人
・
硬
い

人
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
す
た
め
に
、

▲稽古風景

個
性
に

合
っ
た
遣
い
方
の
工
夫
を
、
共
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

で

す
か
ら
、
と
き
ど
き
、
人
形
を
囲
ん
で

遣
い
手
三
人
と
私
と
の
四
人
が
、
身
ぶ
り

手
ぶ

り
を
交
え
て
、
討
論
会
と
な
る
の
で

す
o
足
の
上
げ
方
、
手
の
つ
き
方
l
つ
で

も
、
納
得
の
い
v
ま
で
話
し
合
っ
て
、
よ

り
良
い
表
現
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
来
、
三
人
遣
い
の
人
形
は
主
遣
い
の

合
図
、
そ
れ
も
見
物
人
の
気
づ
か
ぬ
く
ら

い

の

微
妙
な
合
図
に
よ
っ
て
、
左
遣
い
、

足
遣
い

が

左
や
足
を
遣
う
の
で
す
。
主
遣

い
が

う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
り
、
左
遣
い

や
足
遣
い
が

合
図
を
読
み
と
れ
な
か
っ
た

り
す
る
と
、
も
う
滅
茶
苦
茶
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
ま
た
大

変
に
難
し
い
の
で
す
。
主
遣
い
が
首
や
右

手

を
遣
う
こ
と
に
精
一
杯
で
す
と
、
足
や

左
を
遣
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
あ

る
程
度
人
形
の
振
り
を
覚
え
た
ら
、
左
遣

い
、
足
遣
い
に
対
す
る
気
配
り
を
頭
の
隅

に

と
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
合
図
の
必
要
性
を
わ
か
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
主
・
左
・
足
の
役
割
を
変

え

て
み

ま
す
。
　
『
壼
坂
霊
験
記
』
で
し
た

ら
、
沢
市
内
の
段
、
壺
坂
寺
の
段
、
谷
底

と
三
つ
の
場
面
で
、
主
・
左
・
足
の
役
割

を
交
代
し
ま
す
。
主
遣
い
に
は
、
主
遣
い

が

合
図
を
う
ま
く
だ
せ
な
い
と
、
左
遣
い

や
足
遣
い
が

ど
れ
ほ
ど
苦
労
す
る
か
を
体

で
感

じ
と
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
左
遣
い
や

足
遣
い
に

は
、
自
分
た
ち
が
主
遣
い
の
合

図

も
き
か
ず
勝
手
に
遣
っ
た
ら
、
ど
ん
な

に
醜
く
な
る
か
を
、
実
感
し
て
も
ら
う
と

い
う
わ
け
で
す
。

　

最
終
的

に
、
何
よ
り
も
大
切
に
し
た
い

の

は
、
参
加
し
て
下
さ
る
方
々
が
、
　
「
人

形

を
や
っ
て
み
て
良
か
っ
た
！
」
と
喜
ん

で
下

さ
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
で
す
。

忙

し
い
日
常
の
暮
し
の
中
で
、
で
き
る
限

り
時
間
を
と
ろ
う
と
努
め
た
く
な
る
よ
う

だ
と
嬉
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
ど
う
し

て

も
都
合
が
つ
か
な
く
て
休
み
が
ち
な
人

も
、
フ
ワ
ッ
と
包
み
こ
め
る
暖
か
さ
が
、

グ
ル
ー
プ
に
あ
る
と
最
高
の
嬉
し
さ
で
す
。

r人
形
が

好

き
1
1
L
と
い
う
仲
間
が
い
て

共
に
歩
め
る
幸
せ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
、
い
つ
も
願
っ
て
い
ま
す
。

　
相
模
人
形
を
一
心
に
学
ん
で
い
る
と
、

そ

れ

だ
け
で
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
人
形

を
通
し
て
、
今
ま
で
の
友
人
と
新
た
な
き

ず

な
が
で
き
、
新
し
い
出
逢
い
に
も
恵
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
人
形
が
好
き
ー
－
‥
」

な
仲
間
の
輪
を
広
げ
、
手
を
と
り
あ
っ
て

向
上
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（相
模
人
形
芝
居
研
究
家
）
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●

新
規
会
員
募
集

　
民
俗
芸
能
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
人
、

ま
た
民
俗
芸
能
に
興
味
を
お
持
ち
の
人
等

協
会
で

は
、
多
く
の
方
々
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
勧
誘

に

御
協
力
下
さ
い
。

　
入
会
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
に
お
問

合
わ
せ
下
さ
い
。

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
当
協
会
の
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

に

は
、
会
員
の
皆
様
の
会
費
納
入
に
つ
い

て
の
御
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　
平
成
三
年
度
か
ら
会
費
が
値
上
げ
さ
れ

た

こ
と
は
既
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

と
お
り
で
す
の
で
未
納
の
方
は
至
急
納
入

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
年
額
一

口

個
人
千

五
百
円
、
団
体
三
千
円
）

協
会
行
事
報
告
　
（
上
半
期
分
）

o
第
十
九
回
相
模
人
形
芝
居
大
会

期

　
日
　
平
成
3
年
7
月
7
日
（
日
）

場

所

平
塚
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

概
　
要

　
五
座

が
一
堂
に
会
し
て
、
日

　
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
た
。
平

　
塚
七
夕
ま
つ
り
開
催
中
の
催
し
と
し

　

て
、
昨
年
度
同
様
に
実
施
さ
れ
、
各

　
座
員
が
熱
演
し
た
。

　
　
ま
た
、
当
日
は
乙
女
文
楽
の
部
と

　
し
て
県
立
高
浜
高
校
乙
女
文
楽
部
に

　
よ
る
三
番
里
、
湘
南
座
に
よ
る
傾
城

　
阿
波
之
鳴
門
”
巡
礼
唄
之
段
”
の
公

　
演
も
合
せ
て
行
わ
れ
た
。

　
　
相
模
人
形
芝
居
の
演
目
は
次
の
と

　
お
り
。

　

壼
坂
霊
験
記
”
山
よ
り
谷
底
ま
で
”

足
柄
座
・
御
所
桜
堀
河
夜
討
”
弁
慶

上
使
之
段
”
　
（
上
段
）
林
座
・
（
下

段
）
長
谷
座
・
鎌
倉
三
代
記
”
三
浦

別
之

段
”
下
中
座
・
絵
本
太
功
記
”

尼
ケ
崎
之
段
”
前
鳥
座
。

O
川
崎
稲
毛
神
社
の
「
宮
座
式
」
見
学
会

期

　
日
　
平
成
3
年
8
月
2
日
（
金
）

場
　
所
　
川
崎
稲
毛
神
社
（
川
崎
市
）

概
　
要
　
「
宮
座
式
」
は
、
ま
だ
専
任

　
の
神
職
が
配
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ
ろ

　
に
確
立
さ
れ
た
神
事
の
執
行
方
法
で

　
あ
り
、
関
東
で
は
、
極
め
て
珍
し
い

　
も
の
で
あ
る
。
平
成
三
年
二
月
八
日

　
付
け
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
。

　
　
祭

り
全
体
の
概
要
を
ビ
デ
オ
で
見

　
た
後
に
行
事
を
見
学
し
、
神
社
関
係

者
を
交
え
て
懇
談
会
も
行
わ
れ
た
。

o
第
十
五
回
相
模
さ
さ
ら
踊
り
大
会

期

日
平
成
3
年
8
月
4
日
（
日
）

会
　
場
　
藤
沢
市
秋
葉
台
文
化
体
育
館

概
　
要
　
足
柄
・
綾
瀬
・
葛
原
・
愛
甲
・

　
秦
野
・
海
老
名
・
長
谷
・
遠
藤
の
八

　
保
存
会
が

各
々
の
さ
さ
ら
踊
り
を
披

　
露
し
交
流
を
深
め
た
。

‖
董
ー
薫
‖

編
集
後
記

　
本
号
は

第
二
十
八
回
神
奈
川
県
民
俗
芸

能
大
会
の
特
集
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
回
の
大
会
は
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、

秦
野
市
教
育
委
員
会
、
当
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
出
演
者
を
は
じ
め
、
舞
台
を
さ
さ
え

て
下

さ
っ
た
他
数
の
ス
タ
ッ
フ
、
早
く
か

ら
開
場
を
待
っ
て
い
て
下
さ
っ
た
観
客
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た

お

忙
し
い
中
、
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
号
で
は
特
集
の
ほ
か
、
後
継

者
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る
方
か
ら
実
践
の

よ
う
す
を
ご
執
筆
い
た
だ
き
、
一
例
と
し

て
皆
様
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　
編
集
部

で
は

会
員
の
方
々
か
ら
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
頃
の
活

動
状
況
等
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
ご

活
用
く
だ
さ
る
な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

「
か

な
が
わ
の
民
俗
芸
能
」
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